別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名:東海環状自動車道活用地域づくり推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　商工労働部　商工政策課　政策企画担当　電話番号：058-272-1111（内3045）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11351@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：500千円（前年度予算額：300千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　東海環状自動車道西回りルートの開通を視野に入れて、企業誘致による雇用の創出、観光振興による交流人口の拡大や住みやすいまちづくりなど定住人口拡大に向けた取り組みをはじめとした沿線の地域づくりに関する勉強会や意見交換会、連携推進会議を開催する。また、大垣西―養老ＪＣが開通した際に、記念の公開討論会を行う。
（1） 沿線地域づくり連携推進会議の開催

· 沿線地域における連携を深め、今後の戦略を検討する体制を整える。

· 県、関係市町、民間企業、関係団体等の代表者（４０名）で構成。
（2） 沿線地域における勉強会、意見交換会の開催

· 住民の地域づくり意識を高めていくことを目的に、自治会や商工関係者、町づくり関係者、一般住民を対象に研究成果を発表する勉強会を開催
· 同時に、商工会議所や青年会議所など、沿線地域づくりに対する一定の考えを持った方々と、具体的なアイディアを議論する討論会を開催。

（3） 大垣西―養老ＪＣ開通記念公開討論会の開催

· 沿線市町の地域づくり事案の発表や中部地整と県による研究発表、関係者によるパネルディスカッションを地域住民へ公開する形で開催。
	２　所要経費


　沿線地域づくり連携推進会議の開催　　　　　１９２千円
沿線地域における勉強会、意見交換会の開催　１０１千円
　開通記念公開討論会（仮称）　　　　　　　　２０７千円
	これまでの取組と成果

	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　　５　人・モノの交流拡大につながる基盤を整備する

　　・東海環状自動車道西回り区間において、沿線の市町村や関係者とともに、沿線の地域づくりの検討を進める
	２　これまでの取組状況


　沿線の市町、経済団体、観光・まちづくり団体、大学などの関係者等により構成される「東海環状西回りルート連携推進会議」を開催し、沿線地域づくりのあり方について検討を実施。

また、地元住民と開通効果等について認識・情報を共有しつつ、開通に向けた気運を盛り上げていくため、勉強会の開催要望があった沿線市町の住民及び業界団体に対し勉強会を開催したほか、沿線地域の経済団体と意見交換会を開催。

【これまでの開催実績】

○勉強会（計８回）　○意見交換会（計５回）

	３　これまでの取組に対する評価


東海環状自動車道西回りルートの整備に対する、沿線市町の住民の関心は総じて低いが、勉強会や意見交換会の開催により、地域づくりに対する地元の認識が上昇しつつある。（参加者の約８割が西回りルートに関する認識が深まったと回答し、５割がルートの開通を見据え地域でまちづくりのあり方を考えていく必要があると回答）

　　引き続き、勉強会や意見交換会を開催し、そこで挙げられた意見や課題も含め、連携推進会議等において地域づくりのあり方を議論していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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